
《ガイドラインに基づく⾼調波抑制対策検討⼿順１》⾼調波（６）

𝑃଴の算出

NO

・新設・増設または既設設備を更新する需要家
・設備変更を伴わない契約電⼒⼜は契約種別を変更する需要家

上記条件の①、②全て成⽴

𝑃଴(kVA)受電電圧(kV)
506.6
30022,33
200066以上

等価容量𝑃଴の限度値

YES

𝑃଴ ൈ 0.9が限度値以下 YES

YES NO

ൌ ∑ 𝐾௜ ൈ 𝑃௜ (６パルス変換装置換算容量)
※𝐾௜：換算係数、𝑃௜：定格容量(kVA)⾼調波発⽣機器を全て抽出

（JIS C 61000-3-2対象機器は除く）

NO

ステップ２へ「特定需要家」に該当

YES全て成⽴

検討終了「特定需要家」に⾮該当

■ステップ１
①⾼圧で受電する需要家
②進相コンデンサが全て直列リアクトル付
③ビル(主たる機器が空調･照明である事務所・店舗、等）
④⾼調波発⽣機器の換算係数Kiが全て1.8以下

𝑃଴が限度値以下

NO

等価容量 𝑃଴



《ガイドラインに基づく⾼調波抑制対策検討⼿順２》⾼調波（６）
■ステップ２ ステップ１より

第n調波電流𝐼௡の算出
𝐼௡ ൌ ∑ 𝐼௡௝ ൈ 𝑘

𝐼௡௝：𝐼௝×⾼調波電流発⽣率
( 𝐼௝：機器jの受電電圧換算の定格⼊⼒電流 )

補正率𝛽契約電⼒相当値
1300kW以下

0.9500kW
0.851000kW
0.82000kW以上

通常はn=5,7のみ

検討終了

YES
NO

𝛾௡：５次)𝛾ହ ൌ 0.7、７次)𝛾଻ ൌ 0.9

𝐼௡ ൈ 𝛾௡が上限値以下

YES

𝐼௡が上限値以下

NO

全て成⽴ ①⾼圧で受電する需要家
②進相コンデンサが全て直列リアクトル付

NO

⾼調波流出抑制対策の検討→計算書(その２)作成

⾼調波電流流出量が上限値以下 YESNO

追加
対策

機器個別の稼働率が把握できる場合
ൈ 𝛽

機器個別の稼働率が把握できない場合

𝑘 ：機器全体の最⼤稼働率(ビルの場合0.7）
𝑘௝ ：機器jの最⼤稼働率

𝛽 ：ビルの規模による補正率

𝐼௡ ൌ ∑ 𝐼௡௝ ൈ 𝑘௝

ൈ 𝛽

YES



《回路種別毎の換算係数・⾼調波電流発⽣率》⾼調波（６）
⾼調波電流発⽣率(％)換算

係数
Kⅰ

回路
分類

細分№
回路種別(ⅰ)主な適⽤例分類

№ 25次23次19次17次13次11次7次5次
0.750.751.251.53.04.511.017.51.0116パルス

三相ブリッジ直流電鉄変電所
電気化学⽤,ほか⼀般1 0.750.750.150.23.04.51.52.00.51212パルス

0.750.750.150.20.751.01.52.00.251324パルス
−−−3.05.57.013.019.01.321直流電流平滑

単相ブリッジ交流⾞両⽤2 −−−2.31.03.28.76.30.6522混合ブリッジ
−−−2.22.63.86.28.80.723均⼀ブリッジ
1.82.63.14.37.78.541.065.03.431リアクトルなし

三相ブリッジ
（コンデンサ平滑）

汎⽤インバータ,
エレベータ,
冷凍空調機,
ほか⼀般

3 1.31.71.93.23.47.414.538.01.832ACL付
2.23.03.24.75.08.413.030.01.833DCL付
1.41.62.43.24.17.29.128.01.434ACL＋DCL付
−−1.41.54.05.124.050.02.341リアクトルなし単相ブリッジ

（コンデンサ平滑）
汎⽤インバータ,冷凍
空調機,ほか⼀般4 −−0.10.61.21.63.96.00.3542ACL付

−−−−−−−−05
⾃励三相ブリッジ
（電圧形PWM制御）
（電流形PWM制御）

通信⽤電源装置,
ＵＰＳ,エレベータ,
系統連系⽤分散電源

5

−−−−−−−−06⾃励単相ブリッジ
（電圧形PWM制御）

通信⽤電源装置,
交流⾞両⽤,
系統連系⽤分散電源

6

2.93.44.14.25.57.612.712.91.671抵抗負荷
交流電⼒調整装置無効電⼒調整装置,

⼤型照明装置,加熱器7 0.20.240.350.440.751.12.65.10.372リアクタンス負荷
(ア-ク炉⽤を除く）

0.750.751.251.53.04.511.017.51.0816パルス相当サイクロコンバータ電動機駆動⽤(圧延⽤，
ｾﾒﾝﾄ⽤,交流⾞輌⽤)8

0.750.750.150.23.04.51.52.00.58212パルス相当
−−−−−−1.74.30.29単独運転アーク炉製鋼⽤9

製作者申告値10その他空調機器10



《⾼調波流出電流上限値、受電電圧換算の定格電流 》⾼調波（６）

𝐾௩受電電圧𝑉௦[kV]
87.56.6
26.222
17.533
8.7566
7.5077
5.25110
3.75154
2.62220
2.10275

契約電⼒1[㎾]あたりの次数別⾼調波流出電流上限値 [mA／kW]
25次23次19次17次13次11次7次5次受電電圧
0.700.760.91.01.31.62.53.56.6kＶ
0.360.390.470.530.690.821.31.822kＶ
0.240.260.320.350.460.550.861.233kＶ
0.120.130.160.170.230.270.420.5966kＶ
0.100.110.130.150.190.230.360.5077kＶ
0.070.070.090.100.130.160.250.35110kＶ
0.050.050.060.070.090.110.180.25154kＶ
0.030.030.040.050.060.080.120.17220kＶ
0.020.030.030.040.050.060.100.14275kＶ

受電電圧換算の定格電流 𝐼௝
算定のための換算係数：𝐾௩

𝐼௝：機器jの受電電圧換算の
定格電流[mA]

𝑃௝：定格容量P[kVA]

𝐼௝ ൌ 𝑃௝ ൈ 𝐾௩

𝐾௩ ൌ
1000

3𝑉௦

第n調波流出電流𝐼௡の上限値[mA] ＝ 下表の値[mA／kW] × 契約電⼒[kW]

例）契約電⼒4300[kW]、受電電圧66[kV]の場合
第５調波流出電流𝐼ହの上限値 ： 4300×0.59＝2537[mA]
第７調波流出電流𝐼଻の上限値 ： 4300×0.42＝1806[mA]

契約電⼒1[㎾]あたりの次数別⾼調波流出電流上限値 [mA／kW]
25次23次19次17次13次11次7次5次受電電圧
0.700.760.91.01.31.62.53.56.6kＶ
0.360.390.470.530.690.821.31.822kＶ
0.240.260.320.350.460.550.861.233kＶ
0.120.130.160.170.230.270.420.5966kＶ
0.100.110.130.150.190.230.360.5077kＶ
0.070.070.090.100.130.160.250.35110kＶ
0.050.050.060.070.090.110.180.25154kＶ
0.030.030.040.050.060.080.120.17220kＶ
0.020.030.030.040.050.060.100.14275kＶ



《⾼調波流出電流計算書（その２）進相コンデンサの場合》⾼調波（６）

進相コンデンサ⾼調波
電流源

𝑋௖

𝑋௟𝐼௡ሶ
第n調波の
発⽣電流: 𝐼௖௡ሶ

第n調波の
吸収電流:

𝑋଴𝐼௦௡ሶ
第n調波の
流出電流:

(直列リアクトル付）

②電⼒系統から進相コンデンサへの流⼊による⾼調波電流の低減効果

第７調波第５調波
1.0%2.0%⾼圧系統
0.5%1.0%特別⾼圧系統

電⼒系統の⾼調波電圧含有率：𝛼 第ｎ調波に対する進相
コンデンサの合成インピーダンス： 𝑍௖ ൌ 𝑛𝑋௟ െ

𝑋௖
𝑛

進相コンデンサへ流⼊する第ｎ調波電流： 𝐼௦௡′ ൌ
𝛼𝑉௦
3𝑍௖

[A]

[Ω]

[Ω]

[Ω]

𝐼௦௡ ൌ 𝐼௦௡ሶ ൌ
௝ ௡௑೗ି

೉೎
೙

 ௝ ௡௑బା ௡௑೗ି
೉೎
೙

・𝐼௡ሶ ൌ
௡௑೗ି

೉೎
೙

 ௡௑బା ௡௑೗ି
೉೎
೙
𝐼௡

𝑗𝑋଴
𝑗𝑋௟

െ𝑗𝑋௖

𝐼௡ሶ 𝐼௦௡ሶ 𝐼௖௡ሶ

𝑗 𝑛𝑋௟ െ
𝑋௖
𝑛

進相コンデンサの
合成インピーダンス

𝑗𝑛𝑋଴

െ𝑗
𝑋௖
𝑛

𝑗𝑛𝑋௟

電⼒系統 進相コンデンサ
①進相コンデンサへの分流による⾼調波電流の低減効果

[A]

等価回路

受電電圧：𝑉௦ [V]
第ｎ調波電圧(相電圧)：

𝛼𝑉௦
3

[V] 需要家から電⼒系統に流出する第ｎ調波電流は 𝑰𝒔𝒏 െ 𝑰𝒔𝒏′


